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本校の目指す姿

今日は、学校再開という記念すべき日です。 

そこで、今年度の本校の目指す学校像や、生徒

のに身に付けてほしい能力をお示しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんは、中学校卒業をゴールだと考えていま

すか。私は、学校を皆さんの成長のための「通過

点」だと考えています。ここにまとめた【育てた

い人間像】の一つ一つの項目は、社会生活の中で

求められることが多い事項です。できないものが

あれば、それをカバーする工夫や、助けてくれる

人間関係を構築するだけです。  

 学校再開にあたり、この人間像に基づいて、皆

さんに求めたいことを整理してみます。 

 

□必要な知識や技能を着実に身に付ける 

 ・外出時にはマスクをつける。 

 ・手洗いはこまめにする。 

 ・身体的な距離を確保する。 

 この３つは、新しい生活様式の中で、「必要な知

識」であり「技能」です。身に付いていますか？ 

□場面に応じて、言葉や技能を活用する 

 学校は、新しい生活様式の実践の場の一つです。 

 マスク・手洗いを自分で判断してできました

か？ 

□感情をコントロールする 

 久しぶりの友達に会えば、うれしく思うのは自

然なことです。しかし、感情のままにハグをした

り、ハイタッチをしては、身体的距離を保てませ

ん。今日は、感情をコントロールできましたか？ 

 

 今日できなかったものが、明日できたら、成長

した自分を大いにほめましょう。 

 今年度の石神井西中学校は、生徒一人一人が自

らの学びに自信をもってほしいと考えています。

可能性を伸ばし、自分の人生を、自分の願った方

向に切り拓けるようになってほしいと思ってい

ます。有名な科学者になることでも、大人になっ

てものんびり本を読める環境で生活することで

も構いません。それができるようにするには、何

が必要かを考え、実行できるような人間になるた

めの中学校生活にしてほしいのです。 

 では、石神井西中学校での学びの日々を再開し

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練馬区立石神井西中学校 
学校だより  第４号  
令 和 ２ 年 ６ 月 １ 日 
校長   荒井  友香 

【目指す学校像】 

人権尊重の精神の下、生徒一人一人が自らの学び

に自信をもち、自己の人生を主体的に切り拓いてい

く基盤となる学校 

 

【育てたい人間像】 

社会の中で生き抜くために、自立し、周囲と協働し、

学び続ける人間 

□必要な知識や技能を着実に身に付ける 

□場面に応じて、言葉や技能を活用する 

□感情をコントロールする 

□見通しをもって計画的に行動する 

□ルールを踏まえ、多角的な視点をもって、建設 

的に意見を述べる 

□目標に向けて、他者と協働する 

□意見の対立や見解の相違を創造につなげる 

保護者の皆様へ 

 感染症への対策を継続しているため、保護者

会を開催することができません。そこで、学校

再開後の本校の取組について、動画を公開して

おります。 

 動画のアドレス、パスワードについては学校

連絡メールにてお知らせしております。 

動画をご覧になれない場合には、学校にご相談

ください。なお、本学校だよりに概要は記載さ

せていただいております。 

info2@shakujii-w-j.nerima-tky.ed.jp 

重要なお知らせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎朝、校舎内を巡回して感じていることがあります。いつもの年であれば、教室に入ると黒板の

内容や掲示物から、そのクラスの活動の様子や雰囲気がすぐに伝わってきます。しかし、今年度は

その空気を感じることができないということ。私は大変残念な思いをしています。 

休校が長く続くと、教職員も保護者の皆さんと同様に、学習面が心配です。毎週提示された課題

をこなすのに一苦労だった生徒もいるかと思います。今まで先生から手取り足取り教わって学んで

いたことが、自分で自発的に学習しなければなりませんから。 

自学自主ノートを提出しにきた生徒もたくさんいました。もしかすると、この機会に自主的に勉

強するようなった人がいるかもしれません。学校再開後もすべての生徒に「学ぶ姿勢」をとり戻さ

せたいものです。 

今回の未曾有の事態で予想できない日々が続いていますが、生徒たちのために、少しでも豊かな

学校生活を経験させられるよう努めていきます。                 （副校長） 

臨時休業中の取組から 

【自学自習ノート】 

たくさんの生徒が提出できました。引き続き、

毎日取り組んでください。もう７冊目の人も。 

【課題提示日】 

３メートル間隔で並んでいます。提

出も間隔をあけます。 

【校内整備】 

学校再開に向けて、整備を進めて

います。 

【再開準備】 

出勤抑制しながらですが、研修し

たり、授業の準備をすすめたりし

ています。 

【自学自習ノート】 

先生もびっくりの充実し

た学習内容です。 



 学校再開後の教育活動や学校行事の予定について、学校ホームページで動画と資料を公開してお

りますので、ご覧ください。主な内容は以下のとおりです。 

 

１ 教育活動について：教育活動は、段階的に再開します。身体的な距離を保って活動を行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校行事について：本日時点です。今後、感染症の拡大状況によって変更します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

３ 再開当初の取組について：教育相談は、生徒も保護者も対象です。 

              保護者の方は、来校前にお電話での連絡や予約をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）登校時の留意点 

・必ずマスクを着用させる          ・学校についたら手洗いする 

・友人とのハグやハイタッチは行わない    ・朝、体温が３７．５℃以上の場合は休む 

・水筒を持参する。（学校の冷水器は当面使用停止とします。） 

 マスクの着用がない場合や、発熱があった場合には、下校となります。 

【入学式】  ６月５日以降の予定です。決まり次第、お知らせします。 

【保護者会等】１学期中は実施しません。学校ホームページ上での資料の公開や動画の配信とな

ります。 

【運動会】  中止しますが、伝統を守るために代替の取組を行います。（マスゲーム等） 

【展示会】  縮小して実施します。 

【校外学習等】中止します。 

【修学旅行】 延期して実施します。 

【スキー教室】実施します。 

（２）６月２日（火）～１２日（金） 

・クラスを赤白の２グループに分けて授業を行います。給食はありません。 

・グループごとに登校時間・下校時間が異なります。 

   午前登校：８時２５分～１１時４５分 

   午後登校：１２時５０分～１６時１０分 

・グループは、学校再開初日に発表し、登校時間も説明します。 

・赤白グループが分かるような札を胸に付けて登校します。 

（３）６月１５日（月）～１９日（金） 

・クラスを一緒にして授業を行います。 

・給食が始まります。午前授業です。 

（４）６月２２日（月）～ 

・通常の学習活動を再開します。 

・今年度、水泳指導は中止します。 

（５）夏季休業期間の変更等 

・今年度の夏季休業期間は、８月１日から２３日となります。 

・土曜授業は、おおむね月２回となります。 

詳細は、学校ホームページや

動画をご覧ください。 

【感染症予防の指導】 

生徒全員を対象にマスクを配布します。 

感染症予防の指導は、全学級で取り組みま

す。資料をもとに、気を付けたい点や、手洗い

の仕方などを再確認します。 

また、昇降口と各フロアにアルコール消毒

薬を置き、生徒が利用できるようにします。 

【教育相談】 

アンケート（ニシオくんの気づきチェック

シート）を実施し、不安を感じている生徒の相

談を受け付けます。 

保護者の方で、登校に不安を感じていらっ

しゃる方もお話しを伺いますので、学校にご

連絡ください。 



令和２年度 練馬区立石神井西中学校 学校経営計画概要 「学び考える学校」 

 

 

 

【校訓】叡智 健康 自治 共生 

○健康で自主性に富み、実行力のある生徒 

◎自由と責任を重んじ、規律ある生活を送る 

生徒  

○仕事と勉強にうち込む生徒 

○自他を大切にし、よい集団を育てる生徒 

○国際的な視野をもち、人との共生を図る生徒 

【育てたい人間像】 

社会の中で生き抜くために、自立し、 

周囲と協働し、学び続ける人間 

□必要な知識や技能を着実に身に付ける 

□場面に応じて、言葉や技能を活用する 

□感情をコントロールする 

□見通しをもって計画的に行動する 

□ルールを踏まえ、多角的な視点をもって、建設

的に意見を述べる 

□目標に向けて、他者と協働する 

□意見の対立や見解の相違を創造につなげる 

【期待する地域・保護者の姿】 

□我が子のしつけを責任もって行う 

□社会性の育成に向けて学校と連携する 

□建設的な意見をもち、積極的・協力的に学校

とかかわる 

□生徒を温かく見守り、声をかける保護者・地

域の人々 

指導の基本方策 

方策１ 人権尊重・健全育成 

・全教育活動を通じた人権尊重の精神の育成 

・利他の精神をもつ、規律ある集団づくり 

・自己指導力の伸長 

・生徒会活動を中心とした自治精神の醸成 

方策２ 学力向上 

・目標をもった学習習慣の定着 

・主体的・協働的な学びの促進 

・学習サイクル（RPDCA）の確立 

調査・診断→計画→指導→評価→改善 

方策３ 体力向上 

・望ましい生活習慣（睡眠・食習慣・運動）の

定着 

・生涯に渡るスポーツライフの基盤づくり 

・自ら危険を回避する能力の育成 

方策４ すべての生徒に向けた支援 

・いじめや不登校等、生徒をめぐる課題への組

織的な対応 

・一人一人のニーズに応じた合理的な支援体

制の構築 

・地域・保護者・関係機関との連携充実 

質の高い効率的な組織運営 

視点１ 組織的な学校運営 

・意思決定システムの遵守 

・分掌業務での創意工夫の奨励  

視点２ 個々がスキルアップできる環境 

・全教員によるOJTの実施 

視点３ 服務規律の徹底とマナーの向上 

・法令の遵守 

・報告・連絡・相談の徹底 

【練馬区教育委員会教育目標】 

夢や目標を持ち困難を乗り越える力を備える

子どもたちの育成 

【取組の視点】 

視点１ 教育の質の向上 

視点２ 家庭や地域と連携した教育の推進 

視点３ 支援が必要な子どもたちへの取組の

充実 

●マネジメント力の向上 

・カリキュラムマネジメントの推進 

・組織マネジメントの徹底 

●個と組織の自律的PDCAサイクルの実現 

●生徒・保護者の主体者意識の向上 

・学校評価と教育課程の連動 

【目指す教師像】 

生徒の心情を理解し、生徒の自己実現に 

向けて寄り添い、支援し続ける教師 

□誠実に職務に向き合う 

□生徒に共感的に寄り添う 

□自らの専門性と指導スキルを向上させる 

□多角的な視点をもち建設的に意見を述べる 

□社会の動向を注視し、学校経営に積極的に参

画する 

□教育の充実のために創造的なアイデアに挑

戦する 

□相互利益を目指し、多様な人材と協働する 


